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２０１０（平成２２）年度 事業報告 

 

 

１. 展示事業 

（１）常設展示等 

展示室Ａ（大阪空襲と人々の生活）、展示室Ｂ（１５年戦争）、展示室Ｃ（平和

の希求）、映像コーナー、図書室の運営、定時映画の上映（講堂） 

 

（２）特別展示 

➀ 特別展「写真に見る「戦争」と「平和」ｉｎ アフガニスタン」 

＜趣 旨＞ 

       現在、最も世界の注目を集めている戦乱の地、アフガニスタン。その人々

の苦悩の表情を西垣敬子氏（宝塚・アフガニスタン友好協会代表）撮影の写

真から示し、一方、今から約 30 年前の平和だった頃のアフガニスタンでの

人々の表情を、その当時に撮影された長島義明氏（写真家）の写真から示す

ことで、「戦争」と「平和」を写真上で比較し、その相違を明らかにすること

により、戦争と平和について一考する機会とした。 

      ＜期 間＞  2010（平成 22）年 7 月 27 日（火）～11 月 23 日（祝） 

   ＜内 容＞  写真・絵・文字パネル（約 80 点程度）、実物資料（約 40 点） 

      ＜参加者＞  ３０,１２９人 

 

 ➁特別展「戦争の犠牲となった動物たち」 

＜趣 旨＞ 

太平洋戦争末期、日本中の動物園は、空襲で檻が破壊されたら危険だという理

由で、動物たち（猛獣類）を殺すよう迫られ、天王寺動物園でも 1943（昭和

18）年 9 月から翌年 3 月にかけて 26 頭の動物が薬殺された。それらの動物は

現在、剥製となり残されています。 

        今回の特別展では、その剥製を展示し、悲劇を伝えるだけではなく、戦争中に

人間に使われ犠牲となった軍馬、軍犬などの動物たちも取り上げ、戦争の愚かし

さを考える機会とした。 

 

＜期 間＞  2010（平成 22）年 12 月５日（日） 

～2011（平成 23）年 2 月 20 日（日） 

＜内 容＞  写真・絵・文字パネル（７０点）、実物資料（30 点） 

＜参加者＞  １４，９７７人 
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③ 収蔵品展「焦土大阪Ⅱ ～絵が語る大空襲～」 

＜趣 旨＞   

太平洋戦争末期、1945（昭和 20）年 3 月 13～14 日に、米軍の B29 爆

撃機の大編隊により大阪の中心部は火の海となり、それを皮切りに大阪は幾度

も大規模な空襲を受け、焦土と化した。 

現在、ピースおおさかが所蔵している絵画のなかには、市民から寄せられた

空襲体験画だけでなく、被災後の街が描かれたものも数多くある。今回は「焦

土大阪Ⅰ ～写真が語る大空襲」展のなかで写真資料が果たした役割を、絵画資

料でもって代え、大阪大空襲の全貌を明らかにした。 

＜期 間＞  2011（平成 23）年 3 月 10 日（木）～7 月 10 日（日） 

   ＜内 容＞  写真・絵・文字パネル（約 100 点）、実物資料（約 40 点） 

＜参加者＞  ２０,５９８人 

 

（３）その他の展示 

 ① 収蔵品展示  

② 講堂内展示 

・「昭和の子どもたち」（内藤磯美） 

③ C 展示室「世界は今コーナー」 

・ガザ紛争 

 

２. 企画事業 

（１）平和祈念事業 

     ➀８・１５終戦の日平和祈念事業 

❶ 「講演会と歌で検証する戦争と平和」 

    ・日   時  2010（平成 22）年 8 月７日（土） 

 午後 2 時～4 時 

・内   容 

  ナビゲーター  もず唱平（ピースおおさか理事） 

       第１部 講演会「日韓併合１００年、東アジアの平和を考

える  ～金大中の遺したもの」（波佐場清） 

       第２部 歌：高橋樺子  ピアノ：田中裕子 

           （イムジン河・イバルの橋・母さん生きてほか） 

・参 加 者  ３００人  

 

➋ 「玉音放送と学童疎開」 

・日   時  2010（平成 22）年 8 月 15 日（日） 

 午後 2 時～4 時 
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・内   容 

   第１部 講演「玉音放送について」（福山琢磨） 

       第２部 映画「ボクチャンの戦場」（奥田継夫解説） 

・参 加 者  ３００人  

 

②１２・８開戦の日平和祈念事業 

「戦争と動物園 ～平和といのちの大切さ」（スライドと解説） 

・日   時 2010（平成 22）年 12 月 5 日（日） 

 午後 2 時～4 時 

・内   容  

       第１部：講演「戦時下の動物園」（高橋正憲）  

第２部：講演「動物と人間」（高橋正憲） 

・参 加 者   １０６人 

 

③３・１３大阪大空襲平和祈念事業 

  ❶ 「講演会と歌で検証する戦争と平和」 

・日   時 2011（平成 23）年 3 月 12 日（土）  

午後 2 時～4 時 30 分 

     ・内   容 

      ナビゲーター   もず唱平（ピースおおさか理事） 

第１部：講演会「見よ この沖縄の現実を 

～戦争はつづいている」（金城 馨） 

       第２部 歌：キム・ランヒ、高橋樺子 ピアノ：田中裕子 

     ・＜参加者＞  ２８０人    

    

➋ 「大阪大空襲と幻の卒業式」 

・日   時 2011（平成 23）年 3 月 13 日（日）  

午後 2 時～4 時 

     ・内   容  

第 1 部「証言ビデオ」上映とトーク（矢野 宏 他） 

第 2 部「66 年目の卒業式」の挙行（山田紗耶加 他） 

・＜参加者＞  ２７１人 

 

（２）教員のための平和学習講座 

・日   時 2010（平成 22）年 8 月 6 日（金） 

 午後 2 時～4 時 30 分 
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・内   容 講義とフィールドワーク 

（ピースおおさかの館内及び大阪城周辺の戦跡） 

・参 加 者 １２人     

       

（３）戦跡ウオーク 

・日   時   毎月第２日曜日 

・内   容   大阪城周辺に残る戦跡をめぐる３コース 

        （中回り・東回り・西回り） 

     ・参 加 者   １７１人（但し９回、５月実施。６月は雨天中止 ３月は別途企画事業） 

               

（４）ウィークエンド・シネマ 

・日   時   毎週土曜日（午後２時～） 

 ・参 加 者   ２,８６５人（４９回） 

 

（５）夏休み子ども映画祭り 

・日   時   ８月（毎週火～金曜日）（午後２時～） 

・内   容   戦争童話集（野坂昭如４作品） 

・参 加 者   ３２８人（１６回） 

 

（６）冬休み子ども映画祭り 

・日   時   １月５日～７日（午後２時～） 

・内   容   戦争童話集（野坂昭如４作品） 

・参 加 者   ２５人（３回） 

 

（７）「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」 

・パネル展示   ２０１０（平成２２）年１２月１０日（金）～１６日（木）（講堂前） 

・映 画 会   ①アニメ「めぐみ」②「めぐみー引き裂かれた家族の３０年」 

         １２月１１日（土）午後２時～ 

         ＜参加者＞  ６４人 

 

 （８）平和紙芝居 

    ・日   時   第１土曜日（１３：００～１３：２０） 

第２木曜日（１０：００～１０：２０） 

第３金曜日（１３：３０～１３：５０） 

・参 加 者   ８００人（２７回） 

 

 



５ 

 

３．その他の事業 

   （１）ユナイテッド・アースフェスティバル（於 万博記念公園）出張展示 

      ・２０１０（平成２２）年１０月９日（土）～１０日（日）１０：００～１６：３０ 

       ・参加者数   ５,０００人 

   （２）ハートフルおおさか２０１０（於 ATC）出張展示 

      ・２０１０（平成２２）年１１月６日（土）～７日（日）１０：００～１７：００ 

・参加者数  ６２,０００人 

   （３）新規グッズ製作 

      ・写真集「写真で見る 大阪空襲」 

      ・絵本「昭和の子どもたち」 

      ・ポストカード（3 枚 1 組） 

 

４．資料の収集・提供 

（１）資料の収集 

      実物資料、視聴覚資料、図書資料等の寄贈を受け、また新規に購入する 

ことにより、整備、充実を図った。 

 

《資料収集件数》 20１０（平成 2２）年度 

 寄贈資料 購入資料 

実物資料 ５９ ０ 

視聴覚資料 １１ ３０  

文書資料 ５ ０ 

図書資料 １１７ ３８ 

計 １９２件 ６８件  

 

（２）平和学習資料の貸出 

   学校、官公署、平和運動団体等の団体に対し、写真パネル（体験画を含む）、16 ミ

リ映画フィルム、ビデオ、ＤＶＤ、紙芝居の貸出を行った。 

《資料貸出件数》 

 小学校 中学校 高 校 自治体 その他 計 

写真パネル(体験画含む) １８ ５ ３ ３４ ２０ ８０ 

１６ミリ（ｱﾆﾒ） ０ ４ ０ ２ ２ ８ 

１６ミリ（ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ） ０ ０ ２ ０ ０ ２ 

ビ デ オ ５９ ２５ ７ １４ ２４ １２９ 

Ｄ Ｖ Ｄ ４０ ３７ ３ ８ ２６ １１４ 

紙 芝 居 ５ ０ ０ ２ ６ １３ 

合  計 １２２ ７１ １５ ６０ ７８ ３４６ 
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《利用人数》９０,０８７人（貸出資料による学習会・パネル展の参加延人数） 

 

（３）収蔵品管理システムによる収蔵品の管理と情報提供 

      収蔵品管理システムにより収蔵品の登録・管理を行うとともに、３階映像コーナー

と図書室内設置の端末機により、収蔵品データを情報提供した。 

 

《収蔵品管理システム登録資料件数》 

資  料  区  分 登録件数 

イ  図 書 資 料 書     籍 市 販 図 書 ２７,４５３ 

自 費 出 版 書 籍 １,２８７ 

官 公 庁 発 行 図 書 ４７７ 

教 科 書 ３３４ 

国際機関等刊行図書 １０ 

目      録 ２６９ 

そ の 他 １７８ 

逐   次   刊   行   物 １０９１ 

新        聞 ７９ 

軍   関   係   図   書 ３０３ 

そ    の    他 １,０４６ 

小        計 ３２,５２７ 

ロ  文書資料 軍 関 係       公文書・公的文書 ５１６ 

文   書 １４３ 

国 民 生 活 関 係    公文書・公的文書 ４５４ 

私 文  書 １１５ 

平 和 活 動      公文書・公的文書         ６        

私 文  書 ２０ 

ス   ク   ラ   ッ   プ ６２ 

小              計  １,３１６  

ハ 視聴覚資料 視 覚        写 真 類       ７４１ 

書 画 類       ７２８ 

視 聴 覚                 ２,３７０ 

音 声                  １２７ 

デ ー タ                 １０ 

そ の 他                       ３ 

小 計                  ３,９７９ 

ニ 実物資料 戦争関係     日 本 関 係    軍 関 係     １,７２７ 
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国民生活(国内) １,１４０ 

国民生活(国外) ９０ 

外 国 関 係    軍 関 係     ８５ 

国 民 生 活    ３６ 

戦 災 資 料            ２０ 

平 和 に 関 す る 資 料                １５ 

模 型                      ２１ 

そ の 他                     ５９ 

小 計                      ３,１９３ 

合             計 ４１,０１５ 

 

 

４. 広報・啓発 

（１）広報活動の充実 

①ホームページの運営 

     「ピースおおさかホームページ」により施設利用案内や事業等の情報提供と

大阪府・市等の関係機関や日本平和博物館会議へのリンク 

・アクセス数：5１,858 回 

     ・国 別 内訳：日本（50,757）アメリカ（189）韓国（103）オーストラ

リア（57）中国（54）シンガポール（43）イギリス（34） 

ドイツ（25）マレーシャ（9）ほか 

            ※参考〔外国人入館者上位国は韓国、中国、アメリカ、オー

ストラリア、シンガポールの順〕 

             ＜入館者推移＞ 

Ｈ２０：９３７人、Ｈ２１：１,７１２人、Ｈ２２：２,５８３人 

 

① ―２ 貸出し資料の画像掲載（ＨＰ） 

 

① ―３ ブログ（ピースＤＩＡＲＹ）の開設 

 

②府内市町村への情報提供 

   ・公民館・社会教育センター・図書館・教育委員会 

   ・府内小・中・高等学校、各支援学校（大阪市含む） 

 

➂チラシの配布先の拡大 

【大阪市商店会】 

   ・全区理事会、各区理事会 
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【大阪市老人会】 

   ・各区の老人会（区老連） 

 

【大阪府】 

・大阪府教職員組合、府立学校人権教育研究会  

【地下鉄利用者】 

・ピース専用掲示ブース設置（常設 ５駅） 

・「沿線ガイド」（車内） 

・人権コーナー（全駅 ポスター） 

 

④外国人観光客への広報活動 

   ・西成簡易宿泊所、大阪観光ボランティア協会、大阪水上バス、大阪城「ロ

ードトレイン」との連携 

 

（２）印刷物の作成・配布 

①  リーフレット「展示のしおり」（日本語版、英語版、中国語版、ハングル版） 

    ② 館報「ピースおおさか」（第４１号） 

     （６月１日発行  ５,９００部 関係機関・団体に配布） 

 

５．大阪空襲死没者を追悼し平和を祈念する場の運営 

  （１）空襲死没者名簿の管理 

名簿（原簿）登載者数）：9,0３３名 

  （２）「刻の庭」の維持管理 

     ドーム・鐘・植栽等の維持管理。 

 

６．日本平和博物館会議 

・日 時  ２０１０（平成２２）年１１月１０日（水）～１１日（木） 

・場 所  神奈川県立地球市民かながわプラザ 

・内 容  定例会（協議事項・聴取事項） 

      ・巡回展示セットの作成（各館の費用分担）   

     ・加盟各館の協力体制の構築 

        ・加盟館  １０館 

・立命館大学国際平和ミュージアム ・神奈川県立地球市民かながわプラザ 

・広島平和記念資料館・長崎原爆資料館・川崎市平和館・埼玉県平和資料館 

・沖縄県平和祈念資料館・ひめゆり平和祈念資料館・対馬丸記念館 

・ピースおおさか） 

 

７．「ピースおおさか友の会」入会状況 

   ・個人会員      20９名 
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   ・団体会員     1６団体（4５口） 


